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大会・公式戦結果 

 

TOP 

<県社会人サッカーリーグカップ > 

vs VERDRERO港北        1-0 ○ 

vs六浦 FC                1-4 ● 

<市リーグ> 

vs美蹴団新横浜           6-0 ○ 

vs FCフェルメンターレ      2-1 ○ 

YOUTH 

<県 U-18 リーグ> 

vs 横浜平沼高校          1-0 ○ 

vs 日本大学高等学校      1-3 ● 

JUNIOR YOUTH 

<高円宮杯> 

vs 塚越中学校            0-1 ●  

PAPAS 

〈Over50〉 

市シニアリーグ 

vs チング倶楽部          1-0 ○ 

今、グラウンドでは･･･ 

TOP 

 トップチーム副将の松本です。今

シーズンは中々結果が出ていま

せんが、遠くまでまた遅い時間に

も関わらず熱い応援を毎回頂き本

当にありがとうございます。結果が

出ない試合を見るとフラストレーシ

ョンが溜まるかもしれませんが、残

り試合も 1秒たりとも手を抜かず戦

いますので、引続き熱い応援をお

願い致します。  

 僕はトップチームに加入して今シ

ーズンが 5シーズン目となりました。

結果こそ出ていませんが、練習の

雰囲気や姿勢は 1 番良いシーズ

ンだと思います。在籍選手の能力

も優勝したシーズンと比べて圧倒

的に劣るかと言ったらそうではな

いと思います。しかし、結果が出な

いのは何故かとよく考えます。勿

論、他のチームが強くなったことも

あると思います。しかし、もっと重

要なのは今の自分に満足しチャレ

ンジしない選手が非常に多いで

す。これはトップチームのみならず、

練習で同じ会場になるとゲームを

するユース、また練習に参加させ

て頂いたジュニアユースにも同じ

ことを感じました。僕は小学生の

時、今は無き横浜フリューゲルス

の下部組織にいました。プロとや

れる時はとにかくドリブルで勝負し

たり、体を思いっきりぶつけてみた

りと、一泡吹かせてやろうと思って

僕はやってました。それが自分の

成長に繋がり、ひいてはチームの

成長に繋がったと思います。全員

そうなると凄いチームが出来ます。  

 僕はかながわクラブの下部組織

にも強くなって欲しいと本気で思

ってますし、それが出来る組織体

制が整ってると思います。出来る

限り練習にも行かせて頂きます。

本気でサッカーやりましょう！ガム

シャラに貪欲にやりましょう！勝負

しましょう！  

                  （松本 祐樹） 

YOUTH 

 8月で Jユースカップ関東予選が

すべて終了いたしました。成績は 2

勝 4敗で 7チーム中 5位でした。茨

城県や埼玉県や千葉県、県内でも

相模原や寒川といった遠方での連

戦となりましたが、選手たちはよく戦
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い抜きました。2次予選へ進出でき

る 3位以内に入ることはできません

でしたが、最低限勝たなくてはなら

ない試合ではしっかりと結果を出す

ことができました。上位チームとの対

戦では圧倒的な力の差を痛感させ

られた試合もありましたが、現メンバ

ーにとって自分たちの現在地を知る

よい機会となりました。悔やまれるの

は体調不良や怪我、学校行事や進

路関係などでなかなかメンバーが

揃わず、限られたメンバーで戦わな

くてはならない試合が多かったこと

です。大事な試合でベストメンバー

が揃わないというのは、まさに今の

チーム状況が現れてしまっています。

普段の取り組み、細部へのこだわり

が重要であることを日頃から選手に

伝えているつもりではありますが、ま

だまだその重要性を本当に理解し

ている選手が少ないように感じます。

日頃の体調管理不足、練習前後の

身体ケア不足、スケジュール調整の

甘さなど、まだまだ自己管理の未熟

さが目立ちます。新メンバーも加入

し戦力も整ってきているだけに、チ

ームとしても個人としても持てる力を

出し切れていない現状は非常に悔

やまれます。引き続き日頃の取り組

みの重要性を伝えながら、各選手

の意識を高めチームとして成熟して

いけるよう取り組んでいきます。 

9月の後半からU-18リーグが再開

します。そこに向けて 9月は対外試

合を適宜組みながら、個人のレベ

ルアップを図りつつチームとしての

連携を深めていきたいと考えており

ます。              (豊田 泰弘)                                   

JUNIOR YOUTH 

【U-15】 

【高円宮杯県予選敗退。】  

 台風の影響の雨の中、とてもサッ

カーを行うようなピッチコンディショ

ンではありませんでしたが、クラブ

チームにとっては中学生年代最

後の大きな大会であるため、全チ

ームが勝利に向け戦っていまし

た。  

※プレーヤーズファーストというよ

りは、日程や会場優先の感が否め

ませんが。  

かながわクラブの選手も魂のこも

ったプレーを最後まで続け、観て

いる者に伝わってくる今までで最

高のゲームでしたが、試合内容は

一進一退の状態が続き、PK戦か

と思われた終了 30 秒前に失点し、

0-1での敗退となりました。その後

に行われた、先のクラブユース選

手権予選で関東大会に進出した

チーム同士の対戦は、最悪な状

況でもしっかりとボールが蹴れ、そ

の会場での最高得点でもある、両

チーム合わせて 4点が入る試合を

行っていることから、ハイレベルな

チームになるためには、どんなピ

ッチコンディションにおいてもいつ

も通りに、ボールが蹴れる・扱える

ようにしなければいけないことを再

認識できました。サッカーというス

ポーツの性質上、ボールを「止め

る」・「蹴る」が試合で一番使う技術

であり、最重要なことです。技術的

なことはすぐに上手くなることはな

いので、常にコツコツと努力しまし

ょう。 また U-15 リーグは 11月ま

で続きます。気持ちを切り替えて、

一試合でも多く勝てる ように魂の

こもった試合をしましょう。一試合

だけでは意味がありません。 

 (高田 成典) 

【U-14】 

 みんなはかながわクラブのＪYの

新しい歴史をつくる可能性がある。

逆を言えばかながわクラブの未来

をなくす可能性もある」これが夏に

強く伝えたことです。  

 人数、選手のキャラクター、ここま

での成長等を考えると来年度の活

躍も考えられます。選手たちの中

であがっているのは、クラブユース、 

高円宮杯で関東大会に出ること。

U15 リーグで一部に昇格すること

など目標にしています。うらをかえ

せば何か問題を起こして活動がで

きなくなれば、それはクラブの未来

をなくすことに繋がるということを伝

えました。少し厳しい言い方かもし

れませんがクラブのエンブレムを

背負って活動するということはそう

ゆうことだというのを選手にわかっ

てほしいと考えています。  

サッカーの内容では U14 リーグ

で良い結果を残しているものの、

まだできないことがあるとい課題を

みつけられればという想いで遠征

に行きました。予選リーグは良い

結果に結びつくも決勝リーグでは

２試合で 17失点と久しぶりに何も

させてもらえませんでした。この経

験ができたことは選手、スタッフも

立ち返るきっかけになり色々と考

えさせられました。予選を勝つこと

で選手たちは浮かれ決勝リーグの
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前日にも関わらず、夜遅くまで騒

いでいたり、それ以外の行動でも

勝者になれるものではなかったと

試合に負けた後に伝えました。た

だそういったオフザピッチの部分

だけでなくピッチ内のところでも多

くの課題が見えたというところでは

とても充実した遠征になりました。  

３年生としての大会も U15 リーグを

残すのみになり、U14の選手も先輩

たちと一緒にサッカーできる時間も

わずかになりました。ただの思い出

づくりにならないようにいい経験にし

つつも、試合に勝つということを３年

と共有し来年に繋げていくことがと

ても大切になっていきます。U14、

U15 リーグともに勝負と内容にこだ

わっていきたいと思います。 

(斎藤 幸宏) 

【U-13】 

   8月は夏合宿を行いました。グル

ープリーグでは、1勝2敗と負け越し

てしまいました。合宿初日のグルー

プリーグ１試合目では試合前のアッ

プでは選手達の行動が遅かったり、

サッカーとは関係のない話をしてい

る選手がいて、全く勝とうという意思

が伝わってきませんでした。いざ試

合が始まると守っている時間が長く、

ボールを奪ってもパスミスなどです

ぐに相手にボールを取られてしまう

状況が続き、全く攻撃が出来ずに 1

試合のトータルでシュートが 2本で

終ってしまう状況で完敗してしまい

ました。  

その日の夜にミーティングを開き 1

人ひとりの意見を聞き、チームとして

どこが良くてどこがダメなのか、改善

するためにはどうしなければならない

のかを話し合いました。私からは、

「行動をする度に自分たちが今何を

しなければならなのかを常に考えて

行動してください。」とだけ伝えました。

また試合中の改善点では選手達から

シュートの意識が低いシュートまでな

かなかいけないという意見が多く出ま

した。相手からボールを奪いシュート

まで素早くいくためにはどうしたらい

いのか考えたところ「相手の自陣でボ

ールを奪う」こと意識していく事にしま

した。  

2日目はグランドに着くと全員で声を

かけて今何をしなければいけないか

を考えて行動し、初日とは全く違った

すがたを見る事ができました。試合で

も選手同士でコミュニケーションをとり

前からボールを奪いにいくこたができ

シュート数も増え、2日目は 1勝 1敗

でグループリーグ 3位で通過する事

が出来ました。3日目も 2日目同様に

行動することが出来ていたので、2勝

することが出来ました。大会全体の 6

位と残念な結果にはなってしまいまし

たが、チームとしてとても成長すること

が出来た合宿になったのではないか

と思います。また合宿だけでなく普段

の私生活や公式戦などでも今何をし

なければならなのかを常に考えて行

動することを引き続き意識して取り組

んでもらいたいと思います。 

（青木 宏静） 

小 6 

【担当交替】 

小 6の担当を鈴木コーチから引

き継ぐこととなりました。引き続き宜

しくお願い致します。 

夏休みが明けると小学生生活も

残り半年、先月も書きましたが、未

来・将来に向けたイメージも持って

過ごして欲しいと願っています。 

サッカーに関しては、JY年代へ向

けた準備も兼ね引き続きかながわ

クラブ JYでの活動も選択肢として

持ってもらうような取組も行ってい

きます。 

【後期リーグ戦へ向けて】 

9/4からは、後期の FA リーグが

始まります。公式戦については

「勝つサッカー」を目指すことは繰

り返しお伝えしている通りですが、

今後は「チーム」として行動するこ

とがプラスになると判断し全員で

望むこととしました。 もちろん、試

合の形勢・個人の調子・相手との

対向 など、状況を見ながら選手

起用も判断していくことから出場

時間にバラつきが出ることやまっ

たく出場できないこともあり得ます。

この点は保護者皆様にもご理解

いただきたくお願い致します。組

合せ、日程については別途ご案

内しますので確認ください。 

【応援してください！】 

毎度のお願いではありますが、

保護者皆様には是非とも港北小、

試合会場にてお子さんのがんば

っている姿を見ていただきたいと

思います。 試合の際には、タオ

ルマフラーを掲げ、大きな声援・

大きな拍手で選手たちを励まして

ください。 お母さん、お父さん方

の声援は間違いなく彼らに元気と

勇気を与えてくれると信じていま

す。              (小野 津春)  
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小 5  

先週の活動で夏休みの活動が

ひと段落しました。私自身、合宿を

含めて夏の活動にほとんど顔を出

せなかったことが非常に残念で申

し訳なかったのですが、久しぶり

に活動を共にしたときに成長を感

じ嬉しく思いました。年度はじめに

も伝えましたが、この学年は公式

戦がほとんどありません。しかし、

それをネガティブにとらえるのでは

なく、6 年生へのジャンプアップへ

の準備期間としてしっかりと鍛錬を

積んでほしいと感じます。 

オン・ザ・ピッチでは、目先の結

果だけではなくプレーの内容を求

め続けています。個人個人が状況

によってドリブルなのかパスなのか

を選べるようにすることをはじめと

し、技術だけでなく判断を良くして

いってもらいたいと思います。また、

矛盾する言い回しになりますが、

先に記したように「目先の結果だ

けではなく…」と並行して、勝負に

こだわる姿勢も忘れないようにも指

導したいと思います。 

オフ・ザ・ピッチでは、「あいさつ・

時間を守る・連絡をする」ことが

徐々に習慣化されてきました。自

分のことができるようになってきた

選手は、周りの選手の手助けを出

来るような配慮ができるようになっ

てほしいと思います。 

                       (西井 純一） 

小 4 

【国際チビッ子サッカー大会】  

夏休みも終わり 4年生は、秋の

市大会国際チビッ子サッカー大会

が始まります。 

Sチームは、会場が浦島小となり

ます。会場提供しているチームは

かながわクラブではありませんが、

かながわクラブも使っているホー

ムグラウンドです。 

Aチームは、会場が高田小となり

ます。こちらは、港北区にあり妙蓮

寺から近い場所となります。今回

どちらも移動距離がそんなにない

のはラッキーでした。 

今回は、秋の市大会は S・Aにメ

ンバーを選んで大会に臨みます

が、Sチームに入った、Aチームに

入ったとかは関係なく全試合全力

で戦い試合を楽しんでもらいたい

と思います。公式戦は、練習試合

では味わえない雰囲気や緊張感

があります。ですが夏の合宿や夏

期の平日練習で得た経験を自信

に変えて試合に臨めば必ず良い

結果が生まれると思います。 

（堀内 慶太）                                                                    

小 3 

【夏休みを終えて】  

今年の夏休み中の活動は、3年

生にとって初めて【しんよこ FP】で

の練習と神栖合宿、リーグ戦を行

いました。暑い日が続きましたが

無事に終えることができました。

ありがとうございました。  

 練習では、ボールを見る、止め

る、蹴る、の 3点を集中的にトレ

ーニングしました。2人で向かい

合い、投げてもらった方の選手は

足や太もも、胸でコントロールし、

ボールを投げてくれた相手に蹴

って返すという単純な練習です。

「基礎練」というと、サッカーを経

験されている方にはイメージしや

すいでしょうか。これは単純な練

習ですが、2人の間にコミュニケ

ーションが無ければ成り立ちませ

ん。どこにボールを投げてほしい

のか或いは蹴ってほしいのかを

伝え、知ること、ボールの強弱な

ど、お互いが意志を相手に伝え、

理解する必要があります。7月に

始めた頃は、ドッジボールが始ま

ったかのような速いボールを投げ

たり、ポカーンと力任せに蹴り飛

ばしたりして楽しそうにしていまし

た(笑) 練習時間の半分をかけて

きましたが、回を重ねるごとにお

互いが要求しあい、正確にボー

ルをコントロールできるようになり、

設定した回数を短い時間でクリア

できるようになりました。  

 練習の最後に行うゲームでは、

ボールが弾む時間が減り、ドリブ

ルやパス交換する場面が増えて

少しずつですが成果が出始めて

います。積極的にボールを奪い

にくる、蹴ってくる相手にリーグ戦

では苦戦していますが、いま必要

なことを、ヒントを出しながら伝え

ていきたいと思います。上手にな

るには、自分で答えを見つける為

の時間が必要だと思います。選

手達にはボールをたくさん触り、

どんな方法があるのか試行錯誤

しながら自分で答えを見つけても

らいたいと思います。自分と向き

合い時間をかけて見つけた答え

は自信を持つことにつながると思

いますので、お家でゴロゴロして
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いるときにはチクリと刺激してもら

いたいと思います。 

                     (嘉手納 大輝)  

小 2 

【練習では】 

最近の練習では、周りを見ること

を意識して行っています。スペー

ス・ボール・相手・味方・ゴールと

いう５つのモノを見ることを意識付

けし、判断するようにしています。

徐々に相手や味方を見ることはで

きるようになってきましたが、まだス

ペースや、ゴール、ボールを見て

どこに動けば良いのか、ドリブル

すれば良いのか判断することがで

きていません。これは繰り返し練

習する他上達することはないので、

当分の間課題としたいと思いま

す。 

【公式戦】 

初めての公式戦が今月行われま

す。知らない場所で知らない相手

と真剣勝負をすることにより、今ま

で気づかなかった課題や逆に出

来ている部分が見えてくると思い

ます。僕自身どれだけの結果を残

すことが出来るのか楽しみです。

ただ、勝敗も大事ですが、1番大

事なのはいかに楽しんで自分達

がしたいプレーを出来るかです。

そこを忘れずに試合に臨んで欲し

いと思います。 

(佐藤 伸一)        

幼児・小 1 

【集中力は 3分が限界？】 

真夏の活動は気温が高いために、

子どもたちの集中が長続きしませ

ん。ただでさえ子どもたちの集中

力はそれほど長くは持ちません。

目先を変え、手を替え、品を替え、

子どもたちの食いつく時間を長く

しようと指導者は工夫を凝らしてい

ます。楽しいこと、競うことが大好き

な子どもたちですから、ゲーム感

覚で楽しみながら勝敗を決めるよ

うにしてトレーニングをしていま

す。 

そもそもプロのサッカーの試合で

さえ、45分間の前後半の中に、集

中力の途切れる時間帯があり、ミ

スが出て、失点したり、相手のミス

に乗じて得点したりという繰り返し

で勝敗が決まるものです。集中力

が長続きしないことが前提のスポ

ーツであるとも言えます。 

特に、夏の活動では、シンプル

なトレーニングを心がけ、新しい要

素の含まれたトレーニングは避け

るようにします。シンプルであれば

じっくりと考えずに済みますし、こ

れまでやって来たトレーニングで

あれば、それほど頭を使わなくて

もすみます。単純に 1対 1でボー

ルを奪うトレーニングやゲームの

時間を少し長くすることで対応して

います。 

とはいえ、繰り返しの必要なトレ

ーニングもあります。リフティングで

あったり、フェイントであったり、神

経系を働かせるものです。これら

に関しては、夏で暑いからといっ

て、しばらくお休みするわけには

いきません。継続的に神経系に刺

激が与えられるようにしなければ

なりませんので、真夏でも、少し時

間を減らしたりはしますが、続けて

います。 

【いつもボールと一緒…】 

前回もお話しましたように、これま

でに、かながわクラブ出身で J リー

ガーになった選手の子ども時代を

振り返ってみると、共通しているこ

とがあります。それは、いつもボー

ルと一緒にいたということ、暗くな

るまでボールを追いかけていたと

いうことです。かながわクラブの活

動以外でも、学校に友だちを集め

てサッカーをしていたり、友だちが

集まらなければ、公園で一人でボ

ールを蹴っていたりと、常にボー

ルと一緒にいたという印象がありま

す。かながわクラブの活動の際も、

誰よりも早くグラウンドにやって来

てボールを蹴り始め、誰よりも遅く

までボールを追いかけて、最後に

グラウンドから去るという具合でし

た。本当にサッカーが好きなのだ

と感じさせられました。 

最近の子どもたちは、ゲーム機

で遊ぶこと、ネットで遊ぶことなど、

家での遊びが増えています。しか

し、サッカーの上達のためには、

サッカーゲームが上手になっても

あまり意味がありません。やはり、

常にボールと一緒にいることがサ

ッカー上達のためには不可欠で

す。練習前や練習後に、少しでも

多く、ボールを蹴ること、サッカー

をすることが、「いつもボールと一

緒」ということになります。 

ブラジルのストリートでは、ぼろき

れを丸めて作ったボール（？）で、

サッカーをしていた時期もありまし
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た。立派なボールがあり、足にぴ

ったり合うシューズがあり、日曜日

であれば、朝から夕方までボール

を蹴ることができる港北小学校が

あるといった恵まれた環境を当た

り前と考えずに、貪欲にサッカー

をしていただければと思います。

そして、「いつもボールと一緒」と

いうことが継続できれば将来は楽

しみになります。お父様やお母様

方には、色々とご都合もあるなか

で、子どもたちにお付き合いいた

だくのは大変かとは思いますが、

是非とも、子どもたちとの時間の共

有をお願いしたいものです。                              

(佐藤 敏明) 

PAPAS 

 ７月～８月はシニアリーグがない

ため、朝の港北小には毎回 30名

を越える参加があり、大いに盛り

上がったものの、５～６チーム編成

のため、残念ながら1人あたりのプ

レー時間は短くなってしまいました。

それでも、自ら他チームのＧＫに

加わったり、副審を担当してフルタ

イムで動いている人もいれば、他

チームのプレーに叱咤激励を贈る

人、インターバルをひたすら休息

に当てる人等、まさに、大人として

それぞれが活動していました。 

９月以降はシニアリーグの後半戦

が始まるため、再び 20名以下で

の活動となりますが、４月以降に

入会した方々もこの雰囲気にすっ

かり慣れてきましたので、若手とベ

テランの交流をさらに図りながら、

無事故でサッカーを楽しみたいと

思います。 

【集合時間、プレーする上でのお

願い】 

●コート３周のジョギングを終えて、

8:00には準備体操を始められるよ

うにご準備ください。遅刻したら各

自でジョギング、ストレッチを行うこ

と。 

●ストッキングを必ず着用してくだ

さい。怪我防止の為にすね当ても

着用が望ましい。 

●前日はきちんと睡眠をとり、当

日も起き抜けで駆けつけるのでは

なく、軽食を済ませて参加してくだ

さい。 

●活動中は水分をこまめにとり、

関節や筋肉に違和感があれば無

理をせずプレーを中断することで、

事故や怪我を防ぐようにしましょ

う。 

●パパス登録または入会希望の

方を優先して活動しますので、中

学生・高校生の参加はご遠慮願

います。 

（浜野 正男）                      

ヨーガ（水曜日クラス） 

 【スイカの収穫】 

今年は 6月にイベントがあり、その

後体調を崩してしまったので夏野菜

を植えるタイミングが遅くなってしま

いました。昨年は 6月の始めには苗

を植え付けたのに、今年は 6月末

頃からやっと徐々に苗の植えつけ

を行うことができるようになりました。 

というわけで、うまく野菜が育ってく

れるかとても心配だったのです。 

夏野菜の中でも私が大好きなのは

スイカ。他の野菜は育ちましたが、

流石にスイカの育ちは遅く、数セン

チの大きさの小さな実が成り始めた

のは８月に入る頃。暑い中、時間を

作って雑草取りに励みつつ、ここか

らの成長を毎週楽しみに眺めてい

ました。そして、先週、やっと収穫で

す。なんと 10kgを超える大物が獲

れました。割って食べてみると甘

い！昨年よりもさらに良い出来です。

ああ、良かったと喜びつつ、なぜ今

年の野菜達は逆境にもめげずにこ

んなに育ってくれたのかを考えてみ

ました。去年との違いは何なのか。 

それは、土です。冬の寒い間に枯

葉や米ぬか等を一生懸命土に混ぜ、

耕して、野菜達の土台となる土作り

に力を入れて頑張ったのです。や

はり、土台をしっかりと作るのは大切

ですね。これは何をするにも大事な

ことです。でも、地味な作業は忘れ

てしまいがちです。野菜達を育てな

がら、またひとつ野菜達に教えても

らいました。 

 (伊藤 玲子) 

ヨーガ（金曜日クラス） 

【帰省】 

したのは私の両親。祖父はどち

らも旅立ちましたが、母方の祖母

は９５歳、父方の祖母は９２歳です。

父方の祖母は未だに畑を耕して

います。耳も遠くなく、しゃべりもし

っかりとしていて足腰も丈夫、電話

で話す際には私の身体の心配を

してくれます。１０年ほど会ってい

ない私は、母に頼んで動画を撮っ

てきてもらいました。祖母は叔母

家族と暮らしていますが、毎朝自

分で朝食の支度をします。動画に

は、食パンの６枚切りを２枚用意し
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て、戸棚の中からトースターを出

す祖母の姿。トースターをキッチン

の台に置いてコンセントを差すの

ですが、そのコンセントがなぜか

頭の上の方に。祖母はなんなく手

を伸ばして、ひょいとつま先立ち。

なんと素早い動き！腕もしっかり

伸びています。感動した私は、レ

ッスンの際にみなさんにお話した

のですが、まず９２歳が食パンを

朝から２枚食べることに驚かれまし

た。そりゃそうですね。小さい頃か

ら見慣れていたので、普通の景色

でした。しかも米どころ新潟なのに

パンてね…。太陽の下で土や緑

に触れながら足腰を使って、毎日

天気を気にしながら過ごして、そし

て新鮮な野菜や果物を食べてい

ることが長生きに繋がっているの

かもしれません。何より、細かいこ

とを全然気にしない。ヨガだなあ

〜！ 

金曜夜のヨーガクラスは９月第３週

目から秋の期が始まります。１回

1,000円の当日払いでも参加でき

ますので、是非ご利用頂ければと

思います。 

（中川 有香） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児・小学生クラブ員入退部 

今月はなし 

※各学年、人数に余裕がありますので、

お知り合いやお友達をご紹介ください。 

 

  

 
かながわクラブ・クラブ員専用の掲示板です。クラブからの

重要なお知らせが記載されますので、まめにチェックして

いただけると早く正確に情報が伝わります。 

http://8610.teacup.com/kanagawaclub/

bbs 

 

 

 

☆ハンドブックについて☆ 

携帯で見られるように作成いたしました。下記の URLをク

リックしてご覧下さい。 

クラブの理念や指導方針、各種手続き方法、注意事情、

スタッフの紹介など重要な情報満載です。是非ご一読下

さい。http://www.kanagawaclub.com/HB/ 

youji_shougakusei.html 
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